
※本案内は2022年3月1日現在のものです。本案内の内容は事前の予告なく変更または中止する場合がございますので予めご了承ください。

自動車産業は急激に電動化へ舵を切り始め、多くの完成車メーカーが２０３０
年を目処にEVを主流にする戦略を発表している。これを受けて電動駆動シ
ステムの開発競争が激しくなり、併せて自動運転技術も普及し始め、電動化
と組み合わせた輸送サービスへの対応など新分野の開発も活発化している。

『自動車産業のCASE展望』■講師／一般社団法人日本自動車部品工業会
　　　　技術担当顧問　松島 正秀 氏
■日時／4月21日（木） 13：00～14：30
■会場／インテックス大阪 5号館内
　　　　テクニカルワークショップ第1会場
■定員／約80名（聴講無料、事前登録制）
※当日キャンセルがある場合、当日受付を行う場合があります。

自動車部品製造技術フェア 特別講演事前登録制※ホームページよりご登録ください。

ＤＸは全ての企業が取組まざるを得ない課題となった。製造業におけるＤＸの中核はスマート工場
だが、「どこから始めるべきか？思ったような成果に結びつかない！」といった声を耳にすることも多
い。本セミナーでは、スマート工場とは、何から着手すべきか、について『データ』を熟知したＩＴ企
業の視点より解説する。（予定）

『製造業におけるDX、
  スマート工場とその始め方とは？』（仮題）

■講師／株式会社アイ・ピー・エス
　　　　事業開発室 営業企画統括
　　　　松本 秀美 氏
■日時／4月20日（水） 
　　　　13：00～14：00
■会場／インテックス大阪 4号館内
　　　　テクニカルワークショップ第3会場
■定員／約80名（聴講無料、事前登録制）

来る未来のオープン環境において、バリューチェーン内で相互融通する共生型ものづくり社会を
実現する新しい生産システム「クラウドマニュファクチャリング」を提案する。
切削加工技術を対象に、熟練者ノウハウや加工設備に依存せず、どこでも安定品質の製造を実
現するデジタルレシピ実用事例についても紹介する。

『熟練者の技術/経験を継承する
  デジタルレシピ生成』
～オペレータや加工設備に依存しないものづくり～

■講師／株式会社日立製作所
　　　　研究開発グループ
　　　　生産イノベーションセンタ
　　　　主管研究員
　　　　寺前 俊哉 氏
■日時／4月21日（木） 
　　　　13：00～14：00
■会場／インテックス大阪 4号館内
　　　　テクニカルワークショップ第3会場
■定員／約80名（聴講無料、事前登録制）

製造業DXフェア 特別講演事前登録制※ホームページよりご登録ください。

次世代プラスチック加工フェア 特別講演事前登録制※ホームページよりご登録ください。

２０５０年までに脱炭素社会を実現し、新規の海洋プラスチックごみを０にする世界公約を実現す
べく各国のプラスチック業界では野心的な取組みが進んでいます。双方の社会課題を解決する最
有力素材がバイオプラスチックであり、特に生分解性プラスチックの使いこなしが勝敗の鍵を
握っています。
本講演では、日米欧のバイオプラスチック射出成形技術・金型技術に精通した世界的第一人者で
ある小松氏により、日本では入手が困難な欧米での実状を多数の画像で紹介、客観的なレビューを
行い、これからわが国が進むべき方向性について示唆を試みます。会期中に株式会社事業革新
パートナーズブース（4-213）で生分解性プラスチック射出成形品の最新サンプルを展示します。

『バイオプラスチック射出成形技術・
  金型技術の世界最新動向～日米欧の
  得意技術をレビューする』

■講師／小松技術士事務所
　　　　所長・ものづくり名人
　　　　小松 道男 氏
■日時／4月22日（金） 
　　　　13：00～14：00
■会場／インテックス大阪 5号館内
　　　　テクニカルワークショップ第1会場
■定員／約80名（聴講無料、事前登録制）

地球温暖化による気候変動が益々身近な問題になっています。その原因である二酸化炭素の排
出量を抑制するため、また環境汚染を防ぐため、石油由来プラスチックを減らし、樹木・植物由来
樹脂の活用が急速に広がっています。金型・成形などの素形材産業が、この植物由来原料を新た
な成長のチャンスとする可能性について、実例を交えて解説します。

『ヘミセルロースを活用した100％生分解性・
  植物由来樹脂の原材料化・製品化までの
  一貫製造方法』

■講師／株式会社
　　　　事業革新パートナーズ
　　　　代表取締役社長
　　　　茄子川 仁 氏
■日時／4月20日（水） 
　　　　13：00～14：00
■会場／インテックス大阪 5号館内
　　　　テクニカルワークショップ第1会場
■定員／約80名（聴講無料、事前登録制）

■ 運営／インターモールド振興会　〒540-0008 大阪市中央区大手前1-2-15　株式会社テレビ大阪エクスプロ内　TEL：06-6944-9911

■ 主催／一般社団法人日本金属プレス工業協会

■ 主催／一般社団法人日本金型工業会 ・ テレビ大阪

水土 4 2023 月日日※ただし最終日は16:00まで 2022年10:00  17:00
インテックス大阪

〒559-0034
大阪市住之江区南港北1-5-102

特別
企画

鍛造
加工技術
フェア

製造業DX
フェア

次世代
プラスチック加工フェア

精密仕上げ加工＆
バリ取り・研磨加工技術
フェア

熱処理・
表面処理
フェア

工場環境・
設備ソリューション
フェア

3D
プリンティング
フォーラム

自動車部品
製造技術
フェア

航空機部品
製造技術
フェア

NEW NEW NEW NEW

INTERMOLD 2022（第33回金型加工技術展）／金型展2022　■後援：経済産業省、外務省、大阪府、大阪市、独立行政法人日本貿易振興機構、大阪商工会議所、日本経済新聞社大阪本社、独立行政法人中小企業基盤整備機構（順不同・予定）　■協賛：一般社団法人日本工作機械工業会、
一般社団法人日本鍛圧機械工業会、日本工作機械輸入協会、一般社団法人日本金属プレス工業協会、日本精密機械工業会、日本機械工具工業会、一般社団法人日本鍛造協会、一般社団法人日本工作機器工業会、日本精密測定機器工業会、日本光学測定機工業会、ダイヤモンド工業協会、
一般社団法人型技術協会、日本プラスチック機械工業会、一般社団法人日本ダイカスト協会、一般社団法人日本塑性加工学会、一般社団法人日本機械学会、公益社団法人精密工学会、一般社団法人日本自動車部品工業会、一般社団法人日本鋳造協会（順不同）

金属プレス加工技術展2022　■協賛：一般社団法人日本自動車部品工業会、一般社団法人日本鍛圧機械工業会、一般社団法人日本金型工業会、一般社団法人型技術協会、一般財団法人素形材センター、一般社団法人日本産業機械工業会、一般社団法人日本ダイカスト協会、
一般社団法人日本金属熱処理工業会、一般社団法人日本鋳造協会、一般社団法人日本鍛造協会、一般社団法人日本バルブ工業会、日本粉末冶金工業会、一般社団法人日本塑性加工学会、 一般社団法人日本機械学会、公益財団法人天田財団、公益財団法人金型技術振興財団（順不同）

マスク着用
来場者、出展者、運営スタッフ
その他関係スタッフ全員のマ
スク着用を徹底します。

入場時検温
非接触体温計等による体温測
定を行います。37.5度以上の
方は入場をお断りします。

手指消毒
会場入り口への消毒液の
設置ならびに共用部の巡
回清掃・消毒。

消毒液

会場のドア開放や空調運転に
より定期的な換気を行います。

会場内換気「大阪コロナ追跡システム」
「厚生労働省新型コロナウイ
ルス接触確認アプリ」の登録
およびインストールをおねが
いします。

アプリ フィジカル
ディスタンス
ほかの人との間隔を十分にお
取りください。

商談
密になり得る場所での長時間
の商談は避けてください。

次の方は展示会への
参加を控えてください
発熱、咳、咽頭痛、陽性者との
濃厚接触者、体調がすぐれな
い場合など。

事前来場登録制
入場口の混雑を緩和、来場者
人数把握のため、本年度は事
前来場登録制とします。当日
登録は受け付けられません。

登録

QR

 本展は完全事前来場登録制です。
必ず公式WEBサイトより「事前来場登録」をお願いします。 登録・入場方法

INTERMOLD 2022／金型展2022／
金属プレス加工技術展2022のWEBサイトより
事前来場登録を行ってください。

1
マイページから
来場者証を印刷し、
会場にご持参ください。

2
入場ゲートで
来場者証をご提示のうえ、
ご入場ください。

※ご持参いただけなかった
　場合は、入場料3,000円
　お支払いいただきます。

3

登録お忘れなく！

完全事前
来場登録制 当日登録は受け付けられませんので、
必ず事前来場登録をお済ませください。

入場料3,000円（税込）
ただし、事前来場登録後、
来場者証持参者は無料

来場登録された際にお送りする来場者証のプリントアウトを忘れた方、
事前登録せずにご来場された方は、3,000円の入場料をお支払いいただきます。

新型コロナウイルス
感染防止策を努め、皆様の
ご来場をお待ちしております。

ご来場時にも
ご協力お願いします。

「金型産業」に対する認識度は非常に低い！
金型とは何か？金型に何が出来るか？
重要性、素晴らしさについて
次世代を担う金型マスターのパネラー達が「若い人達にとって、
日本の金型産業の“ここが素晴らしい！”」をテーマに議論する。

『日本の金型産業の“ここが素晴らしい！”』
■モデレーター／一般社団法人日本金型工業会
　　　　　　　  学術顧問　横田 悦二郎 氏
■パネラー／金型マスター　4名～5名
■日時／4月22日（金） 14：00～16：00
■会場／インテックス大阪 5号館内
　　　　オープンセミナー会場第1会場
■定員／約20名（聴講無料）

一般社団法人日本金型工業会「金型マスターパネルディスカッション」

〈講師 略歴〉
公益社団法人日本技術士会フェロー
第７回ものづくり日本大賞　内閣総理大臣賞受賞
文部科学大臣表彰　科学技術賞（技術部門）受賞
第１回気候変動アクション大賞受賞（環境大臣表彰）
第３０回型技術協会技術賞受賞

https://intermold.jp

・女性雇用のメリットとは　・現場での男女共同参画とは　など　かながた小町によるディスカッションを行います。

かながた小町集合！！ in インターモールド大阪

『製造業の現場で働く女性が、製造業で働く男性へ物申す！』

■モデレーター／株式会社ＭＡＣＨＩＣＯＣＯ 代表取締役社長 戸屋 加代 氏
■パネラー／　　株式会社アサヒダイテック 総務課課長 小川 朋加 氏
　　　　　  　　株式会社池田鉄工所 代表取締役社長 林 幸代 氏
　　　　　  　　株式会社エストロラボ 代表取締役社長 東山 香子 氏
　　　　　  　　東福鍛工株式会社 取締役副社長 田中 君枝 氏
　　　　　  　　株式会社名古屋精密金型 営業部部長 渡邊 祐子 氏

■日時／4月20日（水） 15：00～17：00
■会場／テクニカルワークショップ第1会場　　
■定員／約80名（聴講無料、事前登録制）

（一社）日本金型工業会は、
かながた小町（業界で活躍する女性）を

応援します！

事前登録制※ホームページよりご登録ください。

テクニカル・ワークショップ プログラム 【順不同】 オープンセミナー プログラム 【順不同】

（注）受講方法が各ワークショップによって異なります。公式サイトにて事前にご確認の上ご受講ください。

■ 場 所：テクニカル・ワークショップ第1会場（5号館内）／第2会場（5号館内）／第3会場（4号館内）
■ 受 講：無 料　　■ 定 員：各約80名

大昭和精機株式会社（小間番号 5-211）※同業者の受講はご遠慮ください
『動的振れ精度『ZERO』の世界へ～最新　機内動的工具位置・振れ測定のご紹介～』
■4月22日（金） 11：00～12：00〈第2会場〉
先端技術開発部　部長　矢内 正隆 氏
近年、更なる高精度微細加工のニーズが高まる中、機内工具刃先状態の検出のみではなく、より高
度な加工中の振れ精度のニーズが求められております。本講演では機内刃先工具測定器の進化
版『Dyna ZERO Vision』による刃先工具位置測定・工具プロファイル測定などの最新機内測定
器に加え、工具刃先を1㎛以下に調整可能なホルダ
『Dyna ZERO Chuck』を合わせた世界初の動的振れ精
度調整システム『Dyna ZERO SYSTEM』の開発経緯・
機能・加工事例をご紹介致します。

詳細については弊社ホームページを
ご覧ください。

URL:https://www.big-daishowa.co.jp

事前登録制

株式会社牧野フライス製作所（小間番号 5-241）※同業者の受講はご遠慮ください
『マキノが取り組むお客様支援技術のご紹介』
■4月22日（金） 15：00～16：00〈第2会場〉
S.I.T.本部および加工技術本部
以下のソフトフェア及び加工技術を活用し、皆様のお困りごとを解決します。
【ソフトウェア】
・MAKINO CloudCam
・ATHENA
・Machining Processor
・ProNetConneX

【加工技術】
・SMART TOOL
・CAMエンジニアリング
・MetalMAX
・i セットアップ

詳細については弊社ホームページを
ご覧ください。

URL:https://www.makino.co.jp

事前登録制

株式会社アマダマシナリー（小間番号 5-143）※同業者の受講はご遠慮ください
『自動計測・補正加工機能搭載デジタルプロファイル研削盤DPG-150のご紹介』
■4月22日（金） 13：00～14：00〈第2会場〉
研削技術部　研削実証加工グループ　グループリーダー　三谷 知範 氏
進化した計測機能を有するデジタルプロジェクターを新搭
載。高精度研削加工に要求される計測技能をサポートし、
あらゆる工程・作業者に革新的な作業環境を作り出しま
す。新しい計測機能と加工事例による本機の活用内容を
ご紹介します。

営業担当または下記までお問合わせ
ください。

研削営業部　TEL:0572-51-3120

事前登録制

三菱電機株式会社（小間番号 4-341）※同業者の受講はご遠慮ください
『放電加工機　最新技術のご紹介』
■4月21日（木） 11：00～12：00〈第2会場〉
産業メカトロニクス製作所　放電製造部
生産性の更なる向上にお役立ていただくことのできる放電加工機に関する最新技術を紹介させ
ていただきます。
(リモートサービス「iQ Care Remote4U」による導入事例等)

碌々産業株式会社（小間番号 5-222）※同業者の受講はご遠慮ください
オーエスジー株式会社（小間番号 5-113）
『高硬度鋼材料への深リブ・直彫り加工』
■4月21日（木） 13：00～14：00〈第2会場〉
碌々産業株式会社　営業部　主任　杉山 洋一 氏
オーエスジー株式会社　開発グループ　エンドミル開発チーム　中野 裕矢 氏
近年、放電加工を必要とするような50HRC以上の高硬度鋼材における深リブ加工の高精度・高
能率化に対するニーズが高まっています。
本ワークショップでは、超高精度高速微細加工機「AndroidⅡ」と最適工具で実現する高精度・高
能率深リブ直彫り加工について、事例を交えてご紹介します。
碌々産業とオーエスジーだから実現できる、『微細加工の新提案』をぜひご覧ください。

詳細については下記ホームページをご覧ください。
URL:

https://www.osg.co.jp/news/2022/03/0301g-1.html

事前登録制

日進工具株式会社（小間番号 5-221）※同業者の受講はご遠慮ください
「最新小径エンドミルによる高硬度鋼の高能率・高精度加工」
■4月21日（木） 11：00～12：00〈第1会場〉
営業部営業支援グループ営業技術課　主任　福嶋 裕也 氏
小径エンドミルでの高硬度鋼加工において、加工時
間削減や高精度加工が課題となっております。本セミ
ナーでは70HRCまでの高硬度鋼に対し直彫り加工
が可能で、高能率・高精度加工を実現する最新の小
径エンドミルについて、加工事例や技術的ポイントと
ともに紹介いたします。

詳細については下記ホームページをご覧ください。
URL:

https://www.ns-tool.com/salesevent/im2022_osaka/

事前登録制

コダマコーポレーション株式会社（小間番号 4-322）
①『TopSolid’Progressによるプレス金型設計・製作の効率化事例』
■4月22日（金） 12：30～13：15〈第2会場〉
鈴木 貴之 氏
これまでのプレス金型用3次元CADシステムでは、十分な機能がないため3次元化が困難でし
た。そのために「金型設計は2次元でやる方が早く、3次元化するメリットが無い」という意見が一
般的になっています。そこで、当社ではこれまでの3次元CADシステムでは実現しえなかった機能
とパフォーマンスでプレス金型の3次元設計を完結できるTopSolid’Progressをご提案します。

②『技術承継を実現するCAD/CAM活用セミナー』
■4月22日（金） 10：30～11：15〈第2会場〉
金子 央賢 氏
■4月23日（土） 11：30～12：15〈第2会場〉
谷 幸志郎 氏
これから技術承継を行いたいと考えている経営者様必見!特に重要なのがCAD/CAMの選定です。今回
そのポイントを解説し、短期間で技術承継を実現するために最適なCAD/CAMシステムTopSolid'Cam
をご紹介します。TopSolid'Camを活用した部品加工の効率化事例も是非ご覧ください。

③『世界最速金型CAD TopSolid'Moldによるプラスチック金型設計』
■4月22日（金） 13：30～14：15〈第2会場〉
谷 幸志郎 氏
■4月23日（土） 13：30～14：15〈第2会場〉
鈴木 貴之 氏
大規模金型データでも高速レスポンスで快適な作業、高速投影による図面作成時間の短縮とファ
イルの読み込み時間の大幅な短縮を実現したTopSolid'Mold。自動車のバンパーのように大型で
複雑な製品のアンダーカット、肉厚、テーパーを瞬時に解析。今回、TopSolid'Moldを活用したプラ
スチック金型設計の効率化事例をご紹介します。金型設計のフル3次元化や2次元と3次元の完全
連携で無駄のない金型設計・製作を実現した金型設計・製作の効率化事例を是非ご覧ください。

プラストロン株式会社（小間番号 5-101）
『磨きを変える、清掃を極めるイエプコ処理』
■4月22日（金） 11：30～12：15〈第1会場〉
営業技術グループ　服部 智行 氏、大和田 貴弘 氏
弊社にて取り扱っているイエプコ表面改質処理及びイエプコ清掃で金型の機能性向上、シボや
形状の複雑な個所の清掃を紹介。金型メーカー様、成形メーカー様の様々な「困った・・・」を解決
できる技術を提案します。

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社（小間番号 4-631-3）
『切削加工シミュレーションで実現する金型加工における加工の最適化』
■4月21日（木） 10：30～11：15〈第2会場〉
CAEソリューション営業部　本多 貴之 氏
本講演では従来の金型加工方法に加えて切削加工シミュレーション技術を融合させることで金
型加工に求められる高精度かつ短納期での製造技術を向上するための方法を提案する。金型加
工分野に切削加工シミュレーション技術を適用した加工事例を交えて加工現象の分析と加工条
件の最適化を行い加工時間短縮と高精度な加工を実現する方法について説明する。また近年の
切削加工シミュレーション技術の最新機能についても紹介する。

株式会社キョーワハーツ（小間番号 4-401-23）
『スモールスタート　現場主導　社風をよくするIoT』
■4月22日（金） 11：30～12：15〈第2会場〉
代表取締役　坂本 悟 氏
IoTは本当に会社を良くするのに役立つのか⁈20名のプレス工場が手探りで始めたIoT活用が、
二年後には年間休日を113日から125日に増やすことができた秘訣は何か？「スモールスター
ト」・・・スマホとグーグルスプレッドシートという「ありもの」を活用。「現場主導」・・・現場の困りご
と解決、「手書き」「転記」をなくすことからスタート。「社風をよくするIoT」・・・情報共有が進むとお
互いの部署のことの理解が進み、協力し合う意欲が成長して、改善が加速するようになった。そこ
のところを、さらに今後の目指す方向についてもお話しさせていただきます。

柳下技研株式会社（小間番号 4-401-21）
『ELID研削システム』
■4月21日（木） 14：30～15：15〈第2会場〉
YGテクニカルセンター　ELID研削技師　一瀬 哲也 氏
導電性結合の専用砥石を利用し、研削しながら目立てを行い、鏡面加工が実現できる我が国独
自のELID研削技術の具体的な運用方法をご紹介します。特に、プラズマ放電ツル―イングによる
砥石の真円度創成法と砥粒を吐出させるための初期不導体被膜生成法を具体例を基にして詳
しくご説明します。

ブルカー・アリコナ社（小間番号 4-211）
『ブルカー・アリコナ社製非接触三次元測定機を活用した金型測定事例』
■4月21日（木） 11：30～12：15〈第2会場〉
株式会社ユーロテクノ　営業部　主任　藤田 篤 氏
最新の非接触三次元測定機アリコナG5 plusや非接触門型三次元測定機µCMMの紹介と、本機
を用いた金型の測定を、事例を交えてご紹介します。また、これまで非接触三次元測定機では測
定不可能であった垂直の立壁や孔の内径を測定可能とした、世界初の測定方式バーティカル・フ
ォーカス・プロービングもご紹介いたします。

Hexagon（小間番号 4-232）
①『リバースエンジニアリングを用いた樹脂金型製造プロセスの効率化』
■4月20日（水） 14：30～15：15〈第2会場〉
プロダクションソフトウェアソリューション部
アドバイザリーアプリケーションエンジニア　上野 京介 氏
精密化する樹脂金型による製品製造。それでありながら納期は短くなる。そのような対応への一
策として、樹脂金型設計でのリバースエンジニアリング（3D計測データの活用）を提案する。3Dス
キャナーと樹脂金型設計CAD、そしてCAE（解析）を組み合わせたHexagon Manufacturing 
Intelligenceであるからこそ可能にする新しいソリューションを紹介する。

②『DXを実現するCAD/CAMソフトウェアとデジタルツイン技術』
■4月21日（木） 13：30～14：15〈第2会場〉
プロダクションソフトウェアソリューション部
シニアアプリケーションエンジニア　小島 久志 氏
DX（デジタルトランスフォーメーション）とその中核を担うデジタルツイン技術。これらの技術は
Hexagon Manufacturing Intelligenceの製造業向けCAD/CAM/CNCマシンシミュレーター等の
ソフトウェアに既に搭載されている。ソリューションのキーワードとなる「効率化・自動化・最適化」
をDX/デジタルツインを通じて紹介する。

しのはらプレスサービス株式会社（小間番号 4-511）
『プレス機械に潜む危険性とその対策方法』
■4月20日（水） 11：30～12：15〈第2会場〉　
■4月22日（金） 14：30～15：15〈第2会場〉
営業本部　常務取締役　篠原 清人 氏
プレス機械の災害件数は年々減りつつありますが、稼働台数も減っている為、災害発生の度合いは
減少しているとは言い難い状況です。各災害の内容を見てみると殆どが安全装置不備による事例
ですが、中には法令で定められた安全対策をしているにも関わらず災害が発生している事例があ
ります。本セミナーでは、プレス機械に潜む危険性とその対策方法について解説させて頂きます。

Formlabs株式会社（小間番号 4-433）
『金型の開発・製作期間とコストを削減。3Dプリントによるラピッドツーリング活用術』
■4月20日（水） 13：30～14：15〈第2会場〉　
■4月22日（金） 15：30～16：15〈第2会場〉
マーケティングマネージャー　須藤 圭佑 氏
樹脂3Dプリンタが金型製作に使える時代に。製作期間とコストの削減はもちろん、金型の保管保
有を不要にし、数年後に全く同じ金型を簡単に再製作いただけます。デジタルファブリケーション
技術を用いてどのように金型の試作→設計調整→再試作の反復検証サイクルを高速化し、それ
がどれほどのコストと開発・製作期間の違いを生むのか。実際の事例も交えながらご紹介します。

※未定のセッションはホームページをご確認ください。

■ 場 所：オープンセミナー第1会場（5号館内）／オープンセミナー第2会場（4号館内）　■ 受 講：無 料

第1セッション 10：30～11：15

第2セッション 11：30～12：15 プラストロン（株）
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Hexagon ①

Formlabs（株）
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第 

2 

会 

場

時 間 20日（水） 21日（木） 22日（金） 23日（土）会 場

第1セッション 10：30～11：15 伊藤忠テクノソリューションズ（株） コダマコーポレーション（株）②

（株）キョーワハーツ コダマコーポレーション（株）②第2セッション 11：30～12：15

Hexagon ②

柳下技研（株）

ブルカー・アリコナ社

第3セッション 12：30～13：15 コダマコーポレーション（株）①

コダマコーポレーション（株）③第4セッション 13：30～14：15 コダマコーポレーション（株）③

しのはらプレスサービス（株）

Formlabs（株）

第5セッション 14：30～15：15

第6セッション 15：30～16：15

第 

1 

会 

場

20日（水） 21日（木） 22日（金） 23日（土）会 場

午前①

13：00～14：00
[次世代プラスチック加工フェア特別講演]
（株）事業革新パートナーズ

15：00～17：00
[（一社）日本金型工業会]

かながた小町

13:00～14:30
[特別講演]

（一社）日本自動車品工業会

15:00～17:00
学生金型グランプリ

11：00～12：00
[3Dプリンティングフォーラム特別講演]
テュフズードジャパン（株）③

13：00～14：00
[次世代プラスチック加工フェア特別講演]

小松技術士事務所

15：00～16：00
ダイジェット工業（株）

午後①

午後②

第 

2 

会 

場

午前①

13:00～14:00
碌々産業（株）
オーエスジー（株）

11:00～12:00
三菱電機（株）

11:00～12:00
日進工具（株）

11：00～12：00
大昭和精機（株）

13：00～14：00
（株）アマダマシナリー

15：00～16：00
（株）牧野フライス製作所

午後①

午後②

第 

3 

会 

場

午前①

13:00～14:00
[製造業DXフェア特別講演]
（株）日立製作所

10:30～11:30
[3Dプリンティングフォーラム特別講演③]
Kansai-3D実用化プロジェクト

11：00～12：00
Hexagon

13：00～14：00
[3Dプリンティングフォーラム特別講演②]
マークフォージド ジャパン

15：00～16：00
[（一社）金型技術協会主催]

金型サロン

午後①

午後②

10：30～12：00
[3Dプリンティングフォーラム特別講演]
テュフズードジャパン（株）①

15：00～16：00
[3Dプリンティングフォーラム特別講演]

近畿経済産業局
（一社）日本AM協会

15：00～16：00
[3Dプリンティングフォーラム特別講演]
テュフズードジャパン（株）②

13：00～14：00
[製造業DXフェア特別講演]
（株）アイ・ピー・エス

ダイジェット工業株式会社（小間番号 5-103）※同業者の受講はご遠慮ください
『高送り工具による高能率荒加工のご紹介』
■4月22日（金） 15：00～16：00〈第1会場〉
切削技術部　技術室　主任　田原 裕規 氏
金型への高精度化、高寿命化の要求が高まり、金型材料は、耐熱性や耐久性に優れた材料への変
化が著しい。
切削加工分野においては、高硬度材の直彫り加工や、後工程への負担を軽減する取組で高能率
化が進んでいる。
高送り工具を使用し荒加工の高能率化を図る事例が多く、加工時間短縮や長寿命化を目的に、適
した工具の選択や加工条件で切削加工を行える、当社高送り工具シリーズを加工事例を交えてご
紹介する。

当日登録

Hexagon（小間番号 4-232）※同業者の受講はご遠慮ください
「リバースエンジニアリングを用いた
樹脂金型設計・製造プロセスの効率化」と
「切削加工における測定データを活用した寸法安定化ソリューション」
■4月22日（金） 11：00～12：00〈第3会場〉
戦略企画推進本部　ビジネスディベロップメント
シニアアプリケーションエンジニア　近藤 裕一 氏
樹脂金型において製品成形後のそりや変形の影響による金型修正に対して、レーザースキャナ
ー、リバースエンジニアリング（スキャンデータの活用）・樹脂金型設計CAD・CAE（解析）を組み
合わせたソリューションと切削加工後に行われている測定データを工作機械にフィードバックする
ことで加工寸法を安定化させるソリューションをご紹介します。

当日登録
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プラストロンプラストロン

日本
アイ・ティ・エフ

日本
アイ・ティ・エフ

東洋研磨材
工業

東洋研磨材
工業 トリオ

エンジニアリング
トリオ

エンジニアリング

戸田精機戸田精機
MOLDINO
（モルディノ）
MOLDINO
（モルディノ）

関西石油製品販売関西石油製品販売

不二製作所不二製作所

オーエスジーオーエスジー

ダイジェット工業ダイジェット工業

ヤマシタワークス／
日本スピードショア
ヤマシタワークス／
日本スピードショア

5-1015-101

5-1115-111

5-1125-112

5-1145-114

ノガ・
ウォーターズ
ノガ・
ウォーターズ

5-2125-212
ミニターミニター

5-2135-213
ＭＳＴ

コーポレーション
ＭＳＴ

コーポレーション

5-1135-113

大昭和精機大昭和精機

5-2115-211

5-1255-125

日本ヴィジョン
エンジニアリング
日本ヴィジョン
エンジニアリング

ナベヤナベヤ

OKKOKK

オカノブラストオカノブラスト

5-1315-131

日刊工業
新聞社
日刊工業
新聞社

金型新聞社金型新聞社

アマダマシナリー／
アマダプレスシステム
アマダマシナリー／
アマダプレスシステム

5-1415-141
5-1425-142

5-1435-143

牧野フライス製作所牧野フライス製作所

5-2415-241

オークマオークマ

5-4415-441

5-1325-132
5-1345-134

5-1335-133

安田工業安田工業

5-2315-231

エヌティー
ツール
エヌティー
ツール

5-2325-232

キタムラ機械キタムラ機械

東莞匯美金型製造東莞匯美金型製造

不二モールド不二モールド

5-3315-331

三井精機工業三井精機工業

5-3335-333

新日本工機新日本工機

5-4315-431

ZOLLER 
Japan
ZOLLER 
Japan

5-4325-432
5-3345-334
5-3325-332

5-1215-121 5-1225-122

5-1245-124 5-1235-123

日進工具日進工具

5-2215-221

TMW
／UEL
TMW
／UEL

5-3215-321
5-3275-327

碌々産業碌々産業
5-2225-222

フジBC
技研
フジBC
技研
5-3225-322

三井
刻印
三井
刻印
5-3235-323

タイユタイユ
5-3245-324

太陽物産・HOMI MOLD太陽物産・HOMI MOLD ムラテック
ＫＤＳ

ムラテック
ＫＤＳ

ユーロテクノ
 (アガトン）
ユーロテクノ
 (アガトン）

アイユーキ技研アイユーキ技研

アッサブ
ジャパン
アッサブ
ジャパン

東創技研東創技研

5-3255-325
5-4215-421

日本金型工業会日本金型工業会

5-3115-311

5-4225-422
5-4235-4235-3265-326ユニオンツールユニオンツール

5-2235-223

5-1025-102
5-1035-103

ジーベック
テクノロジー
ジーベック
テクノロジー

アルプス
ツール
アルプス
ツール

ボンダス・
ジャパン
ボンダス・
ジャパン

5-2015-201 5-2025-202 5-2035-203

日本金型工業会日本金型工業会

5-3115-311

商談・休憩コーナー商談・休憩コーナー

商談・休憩コーナー商談・休憩コーナー

オープン
セミナー会場
〈第1会場〉

テクニカル・
ワークショップ
〈第1会場〉

テクニカル・
ワークショップ
〈第2会場〉

まんてんプロジェクトまんてんプロジェクト

4-1024-102

ロボテック／
ユニパルス
ロボテック／
ユニパルス

学生金型グランプリ学生金型グランプリ

学生金型
グランプリ
学生金型
グランプリ

4-1114-111

ミツトヨミツトヨ
4-1214-121

イースタン技研イースタン技研 アステックアステック
4-1414-141

サンアイ精機サンアイ精機

4-1424-142
4-1434-143

ニコン
ソリューションズ
ニコン
ソリューションズ

ユニテック・
ジャパン
ユニテック・
ジャパン

日立ハイテク日立ハイテク
4-1224-122

4-1234-123
4-1244-124

住友重機械
ファインテック
住友重機械

ファインテック

ソフト
キューブ
ソフト
キューブ

ヨシカワ
メイプル
ヨシカワ
メイプル

フアクトフアクト

キャムタスキャムタス

4-1314-131

4-1324-132
4-1354-135

4-1344-134

Ai
ソリューションズ

Ai
ソリューションズ

4-2314-231

Hexagon Hexagon 

4-2324-232

西部電機西部電機

4-2414-241

三菱電機三菱電機

4-3414-341

ファナックファナック

4-5414-541

4-1334-133

中日本炉
工業
中日本炉
工業

4-1124-112
三鷹光器三鷹光器

4-1134-113

ユーロテクノ
(ブルカー・アリコナ)

ユーロテクノ
(ブルカー・アリコナ)

アイ・モーション
テクノロジー
アイ・モーション
テクノロジー

事業革新
パートナーズ
事業革新
パートナーズ

4-2114-211 4-2124-212
4-2134-213

エプソンテック
フオルム

エプソンテック
フオルム カナックカナック

4-3114-311

セイロ
ジャパン
セイロ
ジャパン

4-3214-321

C＆G
システムズ
C＆G
システムズ マシンソルマシンソル

シンクビジョンシンクビジョン

ワタナベ ワイヤー
加工センター
ワタナベ ワイヤー
加工センター

4-3314-331 4-3344-334

4-3324-332

コダマ
コーポレーション
コダマ
コーポレーション

ものレボものレボ三和商工三和商工

4-3224-322

シー・アイ・エム
総合研究所

シー・アイ・エム
総合研究所

4-4314-431
伊達機械伊達機械

4-4324-432 FormlabsFormlabs ソディックソディック 型技術協会型技術協会

アプライドデザインアプライドデザインマークフォージド ジャパンマークフォージド ジャパン
4-4334-433 4-5314-531 4-6314-631

4-5334-5334-4344-434
4-4364-436

4-3234-3234-3254-325

4-3124-312 4-4114-411

4-4214-421 4-4224-422

4-4234-4234-4244-424

椿本メイフラン椿本メイフラン
リヒト精光リヒト精光

テュフズード
ジャパン

テュフズード
ジャパン

Kansai3D 実用化プロジェクトKansai3D 実用化プロジェクト

データ・
デザイン
データ・
デザイン

テクノアテクノア

4-3134-313
アクア化学アクア化学

4-3144-314

GENIO
Solutions
GENIO
Solutions
4-2214-221
浦谷商事浦谷商事
4-2224-222

テクノコートテクノコート
4-1144-114

ノアノア
4-2144-214

安藤パラケミー安藤パラケミー

4-2154-215
4-1154-115

4-1154-115

日本自動車部品工業会日本自動車部品工業会

4-1034-103

日本金属プレス工業協会日本金属プレス工業協会

4-4014-401

日本金属プレス工業協会日本金属プレス工業協会

4-4014-401

テラスレーザーテラスレーザー

4-4144-414
河新河新

4-4134-413

しのはら
プレスサービス
しのはら
プレスサービス 富士機工富士機工

4-5114-511

ソマックスソマックス

4-5214-521

日本鍛造協会日本鍛造協会
商談・休憩
コーナー
商談・休憩
コーナー

商談・休憩
コーナー
商談・休憩
コーナー

4-6214-621

4-5124-512

ベストベスト

日本工業出版日本工業出版 平和金属工業平和金属工業

カノウプレシジョンカノウプレシジョン

東洋プレシジョン東洋プレシジョン

理研計器奈良製作所理研計器奈良製作所

4-6114-611

4-6124-612 4-6134-613 4-6144-614

4-6154-615
4-6164-616

オープン
セミナー会場
〈第2会場〉

テクニカル・
ワークショップ
〈第3会場〉

展示ホールのご案内

センター
ビル

西
ゲ
ー
ト

東
ゲ
ー
ト（
進
入
禁
止
）

インテックス大阪

テクニカル・ワークショップ
第2会場
テクニカル・ワークショップ
第2会場

テクニカル・ワークショップ
第1会場
テクニカル・ワークショップ
第1会場

受付受付

テクニカル・ワークショップ
第3会場
テクニカル・ワークショップ
第3会場

大阪コロナ
大規模医療・
療養センター
開設中のため
立入禁止

出展社名 小間番号 出展社名 小間番号 出展社名 小間番号 出展社名 小間番号

出展社名 小間番号

出展社一覧 （五十音順）

(株)アイ・モーションテクノロジー
(有)アイユーキ技研
アクア化学(株)
(株)アステック
アッサブジャパン(株)
アプライドデザイン(株)
(株)アマダマシナリー／(株)アマダプレスシステム
(株)アルプスツール
安藤パラケミー(株)
イースタン技研(株)
浦谷商事(株)
(株)Aiソリューションズ
エヌティーツール(株)
エプソンテックフオルム(株)
(株)ＭＳＴコーポレーション
オーエスジー(株)
オークマ(株)
OKK(株)
(株)オカノブラスト
学生金型グランプリ
(一社)型技術協会
　　(株)アルモニコス
　　伊藤忠テクノソリューションズ(株)
　　(株)・木村鋳造所
　　コダマコーポレーション(株)
　　日本コーティングセンター(株)
　　日本ユニシス・エクセリューションズ(株)
　　(株)橋本テクニカル工業
　　(株)三木製作所
(株)金型新聞社
(株)カナック
(株)カノウプレシジョン
河新(株)
Kansai-3D 実用化プロジェクト
(株)関西石油製品販売
キタムラ機械(株)
キャムタス(株)
コダマコーポレーション(株)
(株)サンアイ精機
三和商工(株)

4-212
5-327
4-314
4-143
5-421
4-533
5-143
5-202
4-215
4-141
4-222
4-231
5-232
4-311
5-114
5-113
5-441
5-133
5-134
4-115

4-631-1
4-631-4
4-631-3
4-631-2
4-631-6
4-631-7
4-631-9
4-631-5
4-631-8
5-142
4-312
4-614
4-414
4-424
5-125
5-331
4-134
4-322
4-142
4-325

ア

カ

サ

(株)シー・アイ・エム総合研究所
(株)C＆Gシステムズ
(株)ジーベックテクノロジー
GENIO Solutions(株)
(株)事業革新パートナーズ
しのはらプレスサービス(株)
シンクビジョン(株)
新日本工機(株)
住友重機械ファインテック(株)
西部電機(株)
(株)セイロジャパン
(株)ソディック
ソフトキューブ(株)
ソマックス(株)
ダイジェット工業(株)
大昭和精機(株)
タイユ(株)
太陽物産・HOMI MOLD
伊達機械(株)
ZOLLER Japan(株)
椿本メイフラン(株)
(株)TMW / UEL (株)
(株)データ・デザイン
(株)テクノア
テクノコート(株)
テュフズードジャパン(株)
テラスレーザー(株)
東創技研(株)
東洋研磨材工業(株)
(株)東洋プレシジョン
(株)戸田精機
(株)トリオエンジニアリング
東莞匯美金型製造有限公司
中日本炉工業(株)
(株)ナベヤ
(株)ニコンソリューションズ
(株)日刊工業新聞社
日進工具(株)
日本アイ・ティ・エフ(株)
日本ヴィジョンエンジニアリング(株)

4-431
4-331
5-201
4-221
4-213
4-511
4-436
5-431
4-131
4-241
4-321
4-531
4-132
4-521
5-103
5-211
5-324
5-325
4-432
5-432
4-313
5-321
4-422
4-423
4-114
4-421
4-411
5-422
5-121
4-615
5-124
5-122
5-332
4-112
5-132
4-122
5-141
5-221
5-111
5-131

タ

ナ

(一社)日本金型工業会
　　(有)アイ・ディ・オー
　　アイティオ(株)
　　明石プラスチック工業(株)
　　(株)旭プレシジョン
　　池上金型工業(株)
　　(株)エムエス製作所
　　大垣精工(株)
　　大森クローム工業(株)
　　(株)関東製作所
　　(株)キメラ
　　キヤノンモールド(株)
　　協栄プリント技研(株)
　　(株)協和精機製作所
　　(株)ケイ・エス・ケイ
　　(株)ＫＭＣ
　　(株)ケイプラスモールドジャパン
　　(株)コガネイモールド
　　小林工業(株)
　　(株)駒井工作所
　　(株)阪村エンジニアリング
　　(株)三琇ファインツール
　　(株)サン精機
　　(株)ジェイアンドシー
　　ＪＦＥ精密(株)
　　聖徳ゼロテック(株)
　　(株)湘南サンライズ工業
　　(株)鈴木
　　(株)セントラルファインツール
　　(株)タカノ
　　(株)テクノクラーツ
　　東亜成型(株)
　　東洋金型工業(株)
　　中辻金型工業.(株)
　　(株)長津製作所
　　(株)ニチダイ
　　超硬金型の日新精機(株)
　　日進精機(株)
　　日本金型材(株)
　　(株)ハイテック和泉

5-311-5
5-311-7
5-311-42
5-311-48
5-311-46
5-311-26
5-311-6
5-311-11
5-311-39
5-311-57
5-311-3
5-311-4
5-311-20
5-311-16
5-311-49
5-311-41
5-311-19
5-311-47
5-311-8
5-311-36
5-311-53
5-311-1
5-311-15
5-311-55
5-311-2
5-311-9
5-311-38
5-311-27
5-311-50
5-311-45
5-311-51
5-311-37
5-311-23
5-311-40
5-311-10
5-311-52
5-311-35
5-311-12
5-311-44
5-311-56

　　橋場鐵工(株)
　　日嶋精型(株)
　　福井精機工業(株)
　　(株)藤岡エンジニアリング
　　扶桑精工(株)
　　(株)プラモール精工
　　ベスト
　　ベントム工業(株)
　　(株)前田技研
　　(株)松永特殊溶接
　　(株)松野金型製作所
　　(株)ミスズ
　　(株)三井ハイテック
　　(株)三幸
　　山下電気(株)
　　(株)ヤマナカゴーキン
　　(有)吉中精工
(一社)日本金属プレス工業協会
　　アートウインズ・シートメタル(株)
　　相栄産業(株)
　　朝田金属工業(株)
　　(株)アデック
　　飯田金属工業(株)
　　伊藤金属(株)
　　(株)ＳＰワークス
　　(一社)大阪金属プレス工業会
　　(株)岡野製作所
　　カネエム工業（株）
　　協同組合京都府金属プレス工業会
　　(株)キョーワハーツ
　　佐々木工業(株)
　　佐藤工業(株)
　　(株)三昌製作所
　　タイメック(株)
　　(株)タイヨーアクリス
　　ダイワ精密プレス(株)
　　(株)豊島製作所
　　(株)豊里金属工業
　　西山鋼業(株)
　　濵田プレス工藝(株)

5-311-31
5-311-14
5-311-33
5-311-43
5-311-28
5-311-32
5-311-25
5-311-54
5-311-18
5-311-22
5-311-29
5-311-24
5-311-30
5-311-21
5-311-17
5-311-34
5-311-13
4-401-10
4-401-1
4-401-7
4-401-14
4-401-25
4-401-30
4-401-4
4-401-24
4-401-16
4-401-20
4-401-28
4-401-11
4-401-23
4-401-8
4-401-12
4-401-27
4-401-9
4-401-17
4-401-3
4-401-26
4-401-22
4-401-19
4-401-6

　　(株)ハヤシ
　　プレテック(株)
　　(株)プロキオン
　　(株)平安製作所
　　(株)三井三池製作所　精密機器事業本部
　　柳下技研(株)
　　(有)雪山シボリ
日本工業出版(株)
(一社)日本自動車部品工業会
　　一志(株)
　　(株)オーツカ
　　三和パッキング工業(株)
　　SOLIZE(株)
　　日本パレットレンタル(株)
　　ヒルタ工業(株)
　　ファインツール・ジャパン(株)
　　(株)ムロコーポレーション
　　(株)リプス・ワークス
(一社)日本鍛造協会
　　近江鍛工(株)
　　KAKUTAテックフォージング(株)
　　(株)ゴーシュー
　　㈱田中信鉄工所
　　知多工業(株)
　　東福鍛工(株)
　　東洋鍛工(株)
　　長野鍛工(株)
　　㈱峰山鉄工所
　　(株)ミヤジマ
(株)ノア
ノガ・ウォーターズ(株)
(株)日立ハイテク
(株)フアクト
ファナック(株)
Formlabs(株)
(株)富士機工
(株)不二製作所
フジBC技研(株)
不二モールド(株)
プラストロン(株)
平和金属工業(株)
Hexagon 
ベスト
ボンダス・ジャパン(株)
マークフォージド ジャパン
(株)牧野フライス製作所
(株)マシンソル
まんてんプロジェクト
　　新日産ダイヤモンド工業(株)
　　鈴幸商事(株)
　　第一塗装工業(株)
　　大同工機(株)
　　(株) 東栄超硬
　　(株)トクピ製作所
　　(株)NAKANO
　　(株)平本精機
　　(株)プライオリティ　
　　ユシロ化学工業(株)
三鷹光器(株)
(有)三井刻印
三井精機工業(株)
(株)ミツトヨ
三菱電機(株)
ミニター(株)
ムラテックＫＤＳ(株)
ものレボ(株)
(株)MOLDINO（モルディノ）
安田工業(株)
(株)ヤマシタワークス／日本スピードショア(株)
(株)ユーロテクノ (アガトン）
(株)ユーロテクノ(ブルカー・アリコナ)
ユニオンツール(株)
ユニテック・ジャパン(株)
ヨシカワメイプル(株)
(株)理研計器奈良製作所
リヒト精光(株)
碌々産業(株)
(株)ロボテック／ユニパルス(株)
(株)ワタナベ　ワイヤー加工センター

4-401-13
4-401-18
4-401-15
4-401-2
4-401-5
4-401-21
4-401-29
4-612

4-103-9
4-103-5
4-103-6
4-103-8
4-103-2
4-103-10
4-103-3
4-103-1
4-103-7
4-103-4
4-621-1
4-621-7
4-621-2
4-621-8
4-621-5
4-621-10
4-621-9
4-621-3
4-621-11
4-621-6
4-621-4
4-214
5-212
4-124
4-133
4-541
4-433
4-512
5-112
5-322
5-334
5-101
4-613
4-232
4-611
5-203
4-434
5-241
4-334

4-102-1
4-102-2
4-102-5
4-102-11
4-102-10
4-102-8
4-102-7
4-102-3
4-102-4
4-102-9
4-102-6
4-113
5-323
5-333
4-121
4-341
5-213
5-423
4-323
5-123
5-231
5-102
5-326
4-211
5-223
4-123
4-135
4-616
4-413
5-222
4-111
4-332
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※本案内は2022年3月1日現在のものです。本案内の内容は事前の予告なく変更または中止する場合がございますので予めご了承ください。

■プラスチック用金型部門（6校）
・岩手大学
・大分県立工科短期大学校
・大阪電気通信大学
・九州工業大学
・栃木県立県央産業技術専門校
・山形県立産業技術短期大学校

■プレス用金型部門（3校）
・岩手大学
・大阪工業大学
・岐阜大学

参 加 校

（株）ミツトヨ
審査協力

（一財）産業デザイン
表彰協力

大垣精工（株）
出題協力

（一社）日本金型工業会
主　催

3Dプリンティングフォーラム　特別講演

AMビジネス開始の意思決定に必要なコストと品質についてお話しします。
・AMコストの成り立ち　・市場動向　・品質による成功例と失敗例

テュフズードジャパン株式会社

①『AMビジネスのコストと品質
  　ー 投資の前にやっておきたい3つのこと ー』

■日時／4月20日（水） 10：30～12：00
■会場／テクニカルワークショップ〈第3会場〉　　
■定員／約80名（聴講無料、事前登録制）

AMでのものづくりでは、買いたい企業も、作りたい企業も品質保証について不安をお
ぼえている企業が多いようです。ＡＭ製品の売買で成功している企業はどのような仕組
みで品質保証を実現しているのでしょうか。ＡＭ品質保証の現場で実際に起きているこ
と、そして品質保証の仕組みを作るためのよりどころや、品質保証を楽にするためのポ
イントについて解説します。

②『AM品質保証の実際』

■日時／4月21日（木） 15：00～16：00
■会場／テクニカルワークショップ〈第3会場〉　　
■定員／約80名（聴講無料、事前登録制）

「こわしてみないとわからない」AM（3Dプリンティング）品質に困っていませんか？
・航空宇宙や自動車、医療機器などのAM最終製品
・金型
には「こわさない」品質保証の方法があります。
顧客の不安を解消し、AM品質保証の選択肢を増やすことができる、「こわさない」
AM品質保証について解説します。

③『【こわさない】AM品質保証』

■日時／4月22日（金） 11：00～12：00
■会場／テクニカルワークショップ〈第1会場〉　　
■定員／約80名（聴講無料、事前登録制）

海外で加速する3D積層造形を活用したものづくりに対応するため、2019年に経済産業省近畿経済産業局と３Dものづくり普及促進会は「Kansai-3D実用化
プロジェクト」を立ち上げ、装置導入や3Dプロセス実証支援等様々な支援を実施してきました。2022年4月から本プロジェクトの運営主体を新たに設立された
(一社)日本AM協会に移行し、民間主導で活動の幅をさらに広げていきます。今回はこれまでの支援内容やその成果、今後の活動等についてご紹介します。

近畿経済産業局／（一社）日本AM協会／Kansai-3D実用化プロジェクト

『Kansai-3D実用化プロジェクトのこれまでの取組内容と今後について』

■講師／近畿経済産業局　地域経済部　次世代産業・情報政策課　課長補佐　砂川 由佳 氏
　　　　一般社団法人日本AM協会　澤越 俊幸 氏
■日時／4月20日（水）15:00～16：00　　■会場／テクニカルワークショップ〈第3会場〉　　■定員／約80名（聴講無料、事前登録制）

３D積層造形を活用したものづくり革新を図る上では、3次元設計ならではの付加価値を生み出すデザイン・設計及びパーツ選定をシミュレーションにより突き詰
める「Design for Additive Manufacturing（DfAM）」が不可欠です。Kansai-3D実用化プロジェクトの支援により、DfAM導入による新たなビジネスモデル
構築に向けた検証事業を実施した企業3社及び導入支援者から、その成果を発表します。

『DfAM（Design for Additive Manufacturing）による
  新たなビジネスモデル構築に向けた取組』

■講師／株式会社中北製作所　経営企画本部 研究開発室　室長　平田 研二 氏
　　　　大阪冶金興業株式会社 　 技術部　取締役技術部長　土井 研児 氏
　　　　株式会社山本金属製作所　技術開発部　主任　真所 最 氏
■日時／4月21日（木）10:30～11：30　　■会場／テクニカルワークショップ〈第3会場〉　　■定員／約80名（聴講無料、事前登録制）

世界のAM業界では大きな業界の再編が起きている。金属から樹脂AMの企業まで、企業統合や買収も起きているが、実に様々な新素材や造形手法がどんどん
と業界に参入し始めている。このAMの世界動向の中でも特に注目され始めている、カーボンファイバー３Dプリンタの現在に至るまでの短い歴史と最新の応用
事例なども含めて、広範囲に解説をします。

マークフォージドジャパン

『世界のAM動向と、カーボンファイバー３Dプリンタの現在』

■講師／マークフォージド　日本統括責任者
　　　　トーマス・パン 氏（日本語講演）
■日時／4月22日（金）
　　　　13：00～14：00
■会場／テクニカルワークショップ
　　　　〈第3会場〉　　
■定員／約80名（聴講無料、事前登録制）

教育現場において金型製作を学ぶ学生たちが同じテー
マ（出題）に基づき金型製作を行い、その成果を
INTERMOLD展にて金型、成形品サンプルを展示、
発表することによって、金型産業の重要性、金型づくりの
おもしろさの認識度を国内外に高めるとともに、
本グランプリ参加の学生の金型製作技術の向上を
目指しています。

第14回「学生金型グランプリ」 
～次世代のモノづくりを担う

学生達による金型製造技術の披露～
 〈主催：一般社団法人日本金型工業会〉

■日時／4月21日（木） 15：00～17：00
　　　　　  ※詳細はHPをご覧ください
■出題テーマ／
　プラスチック用金型部門課題：飾り小物
　プレス用金型部門課題：角絞り品
■会場／テクニカルワークショップ〈第1会場〉　　
■定員／約80名（聴講無料）

〈講師 略歴〉トーマス・パン （Thomas H. Pang, Ph.D.） 
1989年：米3DSystems社での3Dプリンタ素材の研究開発員。 
1995年：スイスCiba-Geigy社の光造形樹脂研究開発センターの技術長。 
2002年：スリーディー・システムズ・ジャパン（株）を設立し、代表取締役社長に就任。 
2010年：日本におけるプロトラブズ合同会社の社長及び、米国本社ProtoLabsの執行役員を兼任。 
2018年：米ゼネラル・エレクトリック社の日本統括責任者としてGEアディティブ事業部を立上げた。 
2021年：米マークフォージド社の日本統括責任者に就任、現在に至る。 
学歴：
カリフォルニア大学、物理科学学部、学士号取得／南カリフォルニア大学、高分子化学、博士号取得

■講師／テュフズードジャパン株式会社 
　　　　アディティブマニュファクチャリング エキスパート
　　　　永野 知与 氏

事前登録制 事前登録制

事前登録制

事前登録制 ※ホームページよりご登録ください。


